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600MWe 級のタンク型ナトリウム冷却高速炉において 1 次主冷却系流量計として設置する電磁石式電磁流

量計のノイズ対策として、1 次主冷却系循環ポンプ内の狭小スペースを有効に活用する D 型立体構造の検出

器構造を提案し、信号出力の向上を図った。 
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1. 緒言 

タンク型のナトリウム冷却高速炉の炉心安全において厳しい事象である炉内配管破損事象の検出には 1 次

主冷却系流量信号が最も有効である。これまで国内への適用性検討を行ってきた 600MWe 級のタンク型ナト

リウム冷却高速炉[1]において、1 次主冷却系循環ポンプ内に設ける流路管に設置する電磁石式電磁流量計を検

出器として採用しているが、ポンプモータ等からのノイズの影響が大きいことが想定される。安全保護系信

号としての計測の信頼性の向上を図るため、流量計の信号出力向上方策を検討する。 

2. 電磁石式電磁流量計の信号出力向上方策 

電磁流量計の計測原理より信号出力となる起電力を向上させるには、

流路管内径、ナトリウム流速、磁束密度を改善する必要があるが、本検討

では検出器単体で対策しうる磁束密度に着目する。一般的な形状の電磁

石式電磁流量計では、流路管に対して径方向にコイルを巻きつけており、

磁束密度を増やす際にはその巻き数を増やすが、ポンプ内の案内管と流

路管の間の狭小スペースでは十分なスペースがない。本検討では、ヨーク

やコイルの形状などの検出器構造を抜本的に見直し、案内管と流路管の

間を径方向ではなく軸方向に活用する D 型立体構造（軸方向に伸ばした

ヨークにコイルを 4 箇所配置）を提案した（図 1）。これにより、電極に

対して流路の上流及び下流側の両側の二つの磁気回路を形成することが

でき、コイルも軸方向に積層して巻き付けることが可能となり、軸方向に

コイル巻き数を増やすことができる。径方向のみに単一の磁気回路を形

成する一般的な形状のものに比べ、磁束密度及び信号出力を大幅に増加

させることが可能となる。 

3. 結論 

600MWe 級のタンク型ナトリウム冷却高速炉における 1 次主冷却系流量信号検出器である電磁石式電磁流

量計について、案内管と流路管の間の狭小スペースを軸方向に活用する D 型立体構造を提案し、流量計の信

号出力向上を図った。本報告は、経済産業省からの受託事業である「平成３１年度 高速炉の国際協力等に関

する技術開発」の一環として実施した成果である。 
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図 1 電磁石式電磁流量計 
（D 型立体構造）の概念図 
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